
第回国内観光活性化フォーラム　in くまもと

主
催
者
あ
い
さ
つ

　元気な九州
行こうよ熊本

観
光
の
発
展
が
地
域
経
済
活
性
化
に
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―
―
熊
本
県
で
開
か
れ
る
の

は
、
２
０
０
７
年
の
第
４
回
に

続
き
２
回
目
と
な
る
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
何
か
。

　
「
第
１
に
掲
げ
た
の
は
、
震

災
か
ら
の
復
興
だ
。
熊
本
は


年
４
月
の
熊
本
地
震
で
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。
熊
本
観

光
の
活
性
化
を
図
り
た
い
」

　
「
県
に
よ
る
観
光
振
興
は
、

何
人
来
て
も
ら
う
か
と
い
う
イ

ン
が
メ
イ
ン
。
一
方
、
中
小
旅

行
会
社
の
仕
事
は
、
熊
本
の
人

を
県
外
に
送
り
出
す
ア
ウ
ト
が

メ
イ
ン
だ
。
イ
ン
の
方
は
会
員

１
社
だ
け
で
は
な
か
な
か
難
し

い
の
で
、

社
が
加
盟
す
る
協

同
組
合
を
中
心
に
イ
ン
の
お
客

さ
ま
を
連
れ
て
く
る
か
ら
、
ア

ウ
ト
の
取
り
組
み
も
お
願
い
し

ま
す
と
い
う
地
元
の
旅
行
業
界

と
県
と
の
ウ
イ
ン
＆
ウ
イ
ン
の

関
係
を
築
き
た
い
」

　
「
３
番
目
の
テ
ー
マ
は
、
熊

本
の
旅
の
魅
力
を
旅
行
業
協
会

か
ら
発
信
す
る
こ
と
だ
」

　
―
―
熊
本
の
旅
の
魅
力
に
は

何
が
あ
る
。

　
「
熊
本
は
水
が
き
れ
い
な
の

で
、
食
事
が
お
い
し
い
。
例
え

ば
、
天
草
の
焼
き
貝
、
阿
蘇
の

赤
牛
、
そ
し
て
熊
本
の
馬
刺
し

な
ど
が
あ
る
」

　
「
観
光
地
で
は
、
一
つ
に
は

阿
蘇
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

メ
イ
ン
道
路
の

号
線
は
ま
だ

つ
な
が
っ
て
い
な
い
が
、
迂
回

う
か
い

路
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、

阿
蘇
を
そ
ん
色
な
く
見
て
回
れ

る
。
熊
本
城
は
、
ま
だ
完
全
復

旧
ま
で
何
年
か
か
る
か
分
か
ら

な
い
状
態
だ
が
、
天
守
閣
に
は

屋
根
瓦
も
し
ゃ
ち
ほ
こ
も
付
い

た
。
熊
本
の
シ
ン
ボ
ル
の
復
興

過
程
を
見
て
ほ
し
い
」

　
―
―
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内

容
は
。

　
「
会
場
に
は
地
場
産
業
や
観

光
協
会
な
ど
が
出
展
す
る
ブ
ー

ス
が
設
置
さ
れ
る
。
今
回
は
会

員
だ
け
で
な
く
、
熊
本
県
内
の

人
が
中
心
に
な
る
が
、
一
般
に

も
開
放
し
て
、
地
元
の
産
業
や

食
、
観
光
地
な
ど
を
見
て
も
ら

う
」

　
「
観
光
庁
の
田
端
浩
長
官
に

よ
る
基
調
講
演
の
後
、
熊
本
県

の
蒲
島
郁
夫
知
事
に
知
事
が
掲

げ
る
『
熊
本
地
震
か
ら
の
創
造

的
復
興
』
に
つ
い
て
語
っ
て
い

た
だ
く
。
地
元
出
身
の
タ
レ
ン

ト
、
コ
ロ
ッ
ケ
さ
ん
の
講
演
も

あ
る
。
一
般
の
人
も
入
場
で
き

る
の
で
、
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
」

　
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
時
に
は

大
津
太
鼓
と
津
軽
三
味
線
を
、

懇
親
会
の
時
に
は
山
鹿
灯
籠
を

地
元
の
方
に
披
露
し
て
い
た
だ

く
。
熊
本
と
い
っ
て
も
阿
蘇
や

菊
池
、
天
草
、
人
吉
な
ど
か
な

り
広
い
の
で
各
地
区
の
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
流
し
な
が

ら
宣
伝
を
す
る
。
く
ま
モ
ン
も

Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
っ
て
も
ら
う
」

　
―
―
目
標
人
数
は
。

　
「
会
員
と
そ
の
関
係
者
で
１

３
０
０
人
、
一
般
の
方
も
含
め

て
２
千
人
の
参
加
を
予
定
し
て

い
る
」

　
―
―
会
員
や
関
係
者
な
ど
へ

歓
迎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　
「
震
災
の
時
に
い
ろ
い
ろ
と

お
世
話
に
な
っ
た
感
謝
を
伝

え
、
熊
本
の
発
展
し
て
い
る
様

子
を
見
て
、
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。
地
元
一
丸
と
な
っ
て

頑
張
っ
て
い
る
の
で
、
ど
う
ぞ

皆
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
」

前回の国内観光活性化フォーラムｉｎふくしま

　
全
国
旅
行
業
協
会
（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
、
会
長
＝
二
階
俊

博
衆
院
議
員
）
は

日
、
国
内
旅
行
の
活
性
化
と
観

光
立
国
の
実
現
を
目
指
し
て
「
第

回
国
内
観
光
活

性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
く
ま
も
と
」
を
熊
本
県
熊
本

市
の
熊
本
城
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
。
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
会
員

の
旅
行
会
社
や
都
道
府
県
観
光
関
係
担
当
者
、
運
輸

機
関
、
宿
泊
施
設
な
ど
観
光
関
係
者
の
ほ
か
、
一
般

来
場
者
も
加
え
約
２
３
０
０
人
が
参
加
。
熊
本
を
中

心
と
し
た
国
内
観
光
の
情
報
を
発
信
す
る
。

熊本城ホールのメインホール

　
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
本

部
が「
行
こ
う
よ
熊
本
　

元
気

な
九
州
」、地
元
が
「
火
の
国

く
ま
も
と
　
来
て
は
い
よ
」。

国
内
観
光
の
活
性
化
の
ほ

か
、
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
の
全
国
支
部

組
織
の
連
携
の
強
化
、
着
地

型
旅
行
（
地
旅
）
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
推
進
も
目
的
と
す

る
。共
催
は
株
式
会
社
全
旅
。

後
援
は
国
土
交
通
省
、
経
済

産
業
省
、
観
光
庁
、
各
都
道

府
県
、日
本
観
光
振
興
協
会
、

日
本
旅
行
業
協
会
、
日
本
旅

館
協
会
、日
本
商
工
会
議
所
、

全
国
商
工
会
連
合
会
、ほ
か
。

　
基
調
講
演
で
観
光
庁
長
官

の
田
端
浩
氏
が
「
国
内
観
光

の
振
興
に
つ
い
て
」
（
仮
）

報
告
す
る
ほ
か
、
熊
本
県
知

事
の
蒲
島
郁
夫
氏
が
歓
迎
挨

拶
と
熊
本
地
震
か
ら
の
創
造

的
復
興
に
つ
い
て
、
地
元
出

身
の
タ
レ
ン
ト
、
コ
ロ
ッ
ケ

氏
が
熊
本
の
魅
力
な
ど
に
つ

い
て
語
る
。

　
全
国
５
６
０
０
社
の
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ａ
会
員
が
力
を
合
わ
せ
て

熊
本
県
へ
旅
行
者
を
送
る

「
熊
本
県
送
客
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
実
施
も
決
定
す
る
見

込
み
。
前
回
の
「
第

回
国

内
観
光
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

ｉ
ｎ
ふ
く
し
ま
」で
決
定
し
、


年
に
実
施
さ
れ
た
「
福
島

県
送
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

優
秀
会
員
に
対
す
る
表
彰
も

行
わ
れ
る
。

　
熊
本
の
観
光
地
を
巡
る
エ

ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
も

、


日
に
計
９
コ
ー
ス
実
施
。
主

催
は
地
元
実
行
委
員
会
。

　１「山鹿・豊前街道散策と菊池一族歴史探訪の旅」山鹿
豊前街道散策→メロンドーム→鞠智城・温故創生館→菊池
渓谷散策→菊池神社→菊池公園・物産館
　２「高森田楽の昼食と阿蘇草千里の旅」草千里ヶ浜→高
森田楽→高森湧水トンネル公園→道の駅あそ望の郷
　３「選べる♩玉名よかとこめぐり」Ａ～Ｃから選択　Ａ
＝金栗四三生家・南関御茶屋跡、Ｂ＝蓮華院誕生寺、Ｃ＝
松永日本刀剣鍛錬所→たんぽぽ→横島トマト収穫体験
　４「防災とまちづくり～西原村の奇跡とお池さん　幻の
門前町～」西原村→阿蘇の名物あか牛丼→お池さん（揺ヶ
池）→萌の里→山田さんちの牧場
　５「熊本空港ＣＣゴルフツアー～雄大な阿蘇の麓で～」
熊本空港カントリークラブ

　６「キリシタンの島　天草宝島散策と本渡温泉」世界遺
産　三角西港→天草五橋→天草本渡→キリシタン館・殉教
公園→イルカウォッチング→本渡温泉→年の歴史を誇
る海空の城　富岡城→リゾラテラス
　７「阿蘇山・久木野そば道場体験と内牧温泉の旅」草千
里ヶ浜→阿蘇神社参拝・門前町水基巡り→大観峰→内牧温
泉→上色見熊野座神社→白川水源→久木野そば道場→道の
駅あそ望の郷
　８「大河ドラマ『いだてん』生家と珍しか体験」金栗四
三生家→南関御茶屋跡→たんぽぽ→蓮華院誕生寺→吉永醤
油店→玉名温泉→松永日本刀剣鍛錬所→小代焼窯元→きず
な飯→横島トマト収穫体験
　９「秘境五木村と城下町人吉温泉に泊まる歴史探訪の旅」
子守唄の里　五木村→人吉海軍航空基地跡ミュージアム→
人吉城跡→青井阿蘇神社→人吉温泉→城下町人吉観光

　
本
日
、
令
和
の
時
代
初
め

て
の
「
第

回
国
内
観
光
活

性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
く
ま

も
と
」
を
、
蒲
島
郁
夫
熊
本

県
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
地

元
熊
本
県
の
関
係
者
の
皆
さ

ま
の
ご
熱
意
を
い
た
だ
い

て
、
熊
本
県
熊
本
市
に
お
い

て
盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
各
地
で
ご
活

躍
の
全
旅
協
会
員
の
皆
さ

ま
、
観
光
振
興
に
ご
尽
力
さ

れ
て
い
る
多
く
の
ご
来
賓
の

皆
さ
ま
に
ご
参
集
い
た
だ

き
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
熊
本
県
は
、

「
火
の
国
」
「
水
の
国
」
と

も
呼
ば
れ
、
緑
豊
か
な
森
と

名
水
、
美
し
い
海
と
島
々
な

ど
の
自
然
、
温
泉
郷
を
は
じ

め
、
２
０
１
８
年
に
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
天

草
の
﨑
津
集
落
」
、
日
本
遺

産
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
、
世
界
農
業
遺
産
、
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
等
の
観
光
資
源

を
有
し
、
ま
た
、
観
光
と
農

林
水
産
業
と
の
連
携
に
よ
る

「
食
」
「
く
ま
モ
ン
」
に
よ

る
誘
客
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
、
全

国
有
数
の
魅
力
あ
る
観
光
資

源
に
恵
ま
れ
た
地
で
あ
り
ま

す
。

　

年
４
月
の
熊
本
地
震
に

よ
っ
て
観
光
を
牽
引

け
ん
い
ん

し
て
き

た
熊
本
城
や
阿
蘇
地
域
が
被

災
し
、
観
光
業
、
農
業
な
ど

の
地
域
経
済
や
観
光
地
、
公

共
施
設
が
甚
大
な
被
害
を
受

け
て
か
ら
間
も
な
く
４
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
国
と
地
元
自
治
体
の
協

力
の
下
で
、
現
在
も
熊
本
城

の
復
旧
工
事
や
阿
蘇
へ
の
道

路
、
橋
、
鉄
道
等
の
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
復
旧
事
業
な
ど
、

県
内
各
地
で
復
興
が
着
実
に

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
熊
本
県
の
観
光
の
創

造
的
復
興
が
１
日
も
早
く
実

現
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
ご

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
代
を
迎
え
た

今
日
、
私
共
が
目
指
し
て
い

る「
観
光
立
国
」の
実
現
は
、

国
の
成
長
戦
略
の
重
要
な
柱

と
位
置
付
け
ら
れ
、
ま
た
、

地
方
創
生
の
切
り
札
と
し
て

期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
、「
観
光
立
県
」

を
目
指
し
て
魅
力
あ
る
観
光

資
源
を
生
か
し
て
着
地
型
、

滞
在
型
観
光
の
推
進
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
熊
本
県
に
お

い
て
全
旅
協
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
す
る
こ
と
は
、
誠
に

意
義
あ
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。観
光
が
明
る
く
な
れ
ば
、

世
の
中
は
必
ず
明
る
く
な
り

ま
す
。
第

回
と
な
る
本
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
て
、
全
国

５
６
０
０
社
の
会
員
が
一
体

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
長
年
の
経
験
と
英
知
を

結
集
し
て
力
を
発
揮
し
、
観

光
の
発
展
こ
そ
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
の
確

信
を
も
っ
て
奮
起
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
観
光
に
と
っ
て

安
全
と
安
心
の
確
保
は
極
め

て
重
要
で
す
。
我
が
国
は
、

有
史
以
来
、
幾
多
の
甚
大
な

自
然
災
害
を
受
け
な
が
ら

も
、
そ
の
都
度
、
力
強
く
立

ち
直
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
日
、
全
国
各
地
で
古
く
な

っ
た
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
、

災
害
に
強
い
国
づ
く
り
を
行

う
国
土
強
靭

き
ょ
う
じ
ん

化
が
力
強
く

進
め
ら
れ
て
お
り
、
防
災
、

減
災
の
た
め
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
全
国
津
々
浦
々
に

安
心
し
て
出
か
け
ら
れ
る
旅

行
、
観
光
の
環
境
を
守
る
こ

と
が
地
域
の
観
光
の
強
化
に

と
っ
て
も
極
め
て
重
要
で
あ

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
夏
に
は
、
い
よ
い
よ

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
当
地
熊
本

県
は
、
日
本
の
「
マ
ラ
ソ
ン

の
父
」
と
言
わ
れ
る
金
栗
四

三
氏
の
故
郷
で
あ
り
ま
す

が
、

年
ぶ
り
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

大
成
功
さ
せ
て
、
我
が
国
の

魅
力
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い

観
光
資
源
を
全
世
界
に
伝
え

て
、
旅
行
需
要
の
喚
起
と
観

光
産
業
の
発
展
の
た
め
に
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

　
結
び
に
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
に
向
け
て
ご
協
力
い
た

だ
い
た
熊
本
県
を
は
じ
め
と

す
る
自
治
体
、観
光
関
係
者
、

本
日
ご
参
集
の
皆
さ
ま
に
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
、
本

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
成
功
を
祈
っ

て
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。


